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海産研
洋上風力と漁業の共存方策に関する

アンケート

2026 年4月10日～22日

一般社団法人海洋産業研究・振興協会
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【調査名】
洋上風力と漁業の共存方策に関するアンケート

【調査対象】
・一般社団法人海洋産業研究・振興協会会員窓口
・運営委員及びグループ研究参加委員

【調査方法】
電子メールによるURL送信、Microsoft Formsによる入力

【調査時期】
2026 年4月10日～22日

【回答結果】
発信：160 件（100社）
有効回答数：49件（42社）

アンケート概要
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回答者の属性

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20

建設業

海洋調査事業

メーカー（材料・機器・ケーブル等）

風力発電事業

海運業

メンテナンス業

その他
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現在の洋上風力事業にどんな課題があると考えますか（複数回答）

0 5 10 15 20 25 30 35

漁業等との海域利用調整

入札などの制度的課題

技術的課題

人材の不足

系統連系

紛争等がサプライチェーンとコストにもたらす影響

景観や騒音など環境的課題

その他
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洋上風力と漁業の海域利用調整や共存方策について、
課題があると思いますか

ある

80%

ない

2%

どちらともい

えない

18%
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どんな課題があると考えますか（複数回答）

0 5 10 15 20 25 30

沖合（一般海域・EEZ）では、海域を利用する漁業者を特定

できない。

沖合（一般海域・EEZ）では有効な共生策がなく、地元以外

の漁業者の合意を得るのが難しい。

案件形成後（区域選定後）、漁業共生策を具体化するための

仕組みか明確でない。

沿岸（漁業権区域内）では、漁業に支障のない余裕水面が乏

しくなっている。

沖合（一般海域・EEZ）では風車設置の全体像が示されてい

ないので、広域で操業する漁業者と協議ができない。

その他
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洋上風力発電と漁業の共生方策について有効と考えるものはなんで
しょうか（複数回答）

0 5 10 15 20 25 30 35 40

魚礁の設置等、促進区域内外の漁場造成

調査や警戒船業務等、漁業関係者による洋上

風力支援事業の参画

漁業影響調査とモニタリング

海洋情報の提供、ロボットの導入等、スマー

ト水産業に資する取組

藻場造成など、ブルーカーボンに資する取組

陸上を含めた養殖業の起業の支援

生産物のブランド化等、販路の拡大

その他


